


きゃーらげ

昔から商いが盛んとして知られる南町。

【南町の唄】

青の前幕　黄金の巴　粋な若衆の　曳山が往く

春日神社の　おすずみ祭り　神は浴衣で　国土は豊か　(民も豊かで郷土も豊か)

【よく唄われる唄】

珠洲の御崎に　灯台あれど　恋の闇路は　照らしゃせぬ　

米のなる木に　わらじを作り　　踏めば小判の　跡がつく

破れふんどし　将棋の駒よ　かくとおもたら　金が出た

ちょいとみたときゃ　させそうでさせぬ　さすにさせない　破れ傘

【飯田の唄】

能登（珠洲）の飯田は　珠洲（能登）での都　月に二七の　市が立つ

恵比寿大黒　飯田の町の 　西と東の　守り神
前は立山　後ろは春日　中の飯田に市が立つ

珠洲の御崎の　御所院桜　枝は越後で　葉は佐渡へ

【めでたい時の唄】

祝えめでたや　此の夜の館　　鶴が御紋に　巣を掛ける

紺ののれんに　揚羽とかいて　春は鶯　来てとまる

【場所や状況で唄う】

唄は唄ても　きりりとしゃんと　ここは○○町　人手の所

この角廻せば　我が町に帰る　我が町に帰れば　お神酒に肴

踊るも跳ねるも　今宵限り　明日はてんでの　職につく

【その他】

わたしゃあなたに　火事場の纏　ふられながらも　熱くなる

戀と言う字を　分析すればいとしいとし　と言う心

儘（まま）にならぬと　お櫃（ひつ）を投げた　あたり一面　飯（まま）だらけ

惚れた数から　ふられた数を　引けばあんたが　残るだけ

咲いた盃　中見てあがれ　中は鶴亀　五葉の松

娘島田に蝶々がとまるとまるはずじゃよ花じゃもの

好いて好かれた二人の仲は音も立てずに　深くなる
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